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分化した体細胞に4つの異なる転写因子を導入することで、

胚性幹細胞（ES 細胞）とほぼ同等の細胞、すなわち induced 

pluripotent stem cell（iPS 細胞）の樹立が可能となった。

iPS 細胞は無限に増殖させることができる一方、体を構成す

る全ての細胞に分化しうるという性質を持つことから、再生

医療のソースとして大きな期待を集めている。しかしながら、

樹立された iPS 細胞の性質には、細胞株間でのバリエーショ

ンが存在することが明らかとなり、再生医療の実現のために、

均一で質の高い iPS 細胞を作製や、iPS 細胞の個性に準じた

応用方法の開発が望まれている。さらに、iPS 細胞からは、

高頻度に腫瘍が発生することが報告されている。再生医療へ

の応用のためには、iPS 細胞からの腫瘍化のコントロールも

重要な課題である。本会では、ES 細胞、iPS 細胞をはじめと

する多能性幹細胞の特徴について分かりやすく解説すると

ともに、最新の知見を紹介し、それらの知見を背景とした iPS

細胞の再生医療への応用の可能性について議論したい。また、

iPS 細胞作製技術を用いた疾患研究の取り組みについても紹

介する。 
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